
第２回世田谷区地域経済の持続可能な発展を目指す会議議事録 

 

日時：令和５年５月２９日（月） １８時００分～２０時００分 

場所：世田谷区役所三軒茶屋分庁舎３階 教室 

 

 出席者 

 <委員> 

長山会長、宮井副会長、古谷委員、栗山委員、千葉委員、竹内委員、 

見城委員、松原委員、児玉委員、市川委員、大石委員、田中委員、 

中山委員、吉田(亮)委員、大藤委員、吉田(凌)委員 

<世田谷区> 

岩本副区長、後藤経済産業部長、高井商業課長、 

納屋産業連携交流推進課長、荒井工業・ものづくり・雇用促進課長、 

黒岩都市農業課長、平原消費生活課長 

 

1.開会 

【納屋産業連携交流推進課長】  

定刻になりましたので、只今より第２回世田谷区地域経済の持続可能な発展

を目指す会議を開催いたします。 

皆様、本日は大変お忙しい中、ご参加いただき、誠にありがとうございま

す。私は、世田谷区経済産業部産業連携交流推進課長の納屋と申します。本日

の議題に入るまでの進行を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 本会議は、条例に基づき１７名の委員により構成されております。本日は世

田谷区農業青壮年連絡協議会の大平委員より、ご欠席のご連絡をいただいてお

りますが、全体の２分の１以上の委員にご出席をいただいておりますので、会

議規則第５条の規程に基づき、会議を開催させていただきます。 

まず、配付資料でございますが、次第の下に記載しておりますので、こちら

に沿いまして、ご確認いただきますようお願いいたします。不足がございまし

たら、事務局までお申し付けください。 

本日の座席についてですが、市川委員より、アイウエオ順に、反時計回りで

配置させていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

また、本日は田中委員のご協力のもと、本会議の議論やプレゼンの内容をイラ

ストに落とし込んでいくグラフィックレコーディングを行っていきたいと思っ

ております。そのため、株式会社 cocoroé より渡辺様に本会議へご出席いただ



いております。渡辺様、よろしくお願いいたします。 

なお、グラフィックレコーディングは、本日の意見交換ですべてが出来上が

るということではなく、今後数回の議論も踏まえて、出来上がるというイメー

ジになります。 

 それでは、今後の議事につきましては、会長に進行をお願いしたいと思いま

す。長山会長、よろしくお願いいたします。 

 

【長山会長】  

皆さん、こんばんは。本日、第２回会議ということで、本日も積極的な議論 

をいただければと思っておりますので、よろしくお願いします。 

それでは、議事を進めたいと思います。本日の議題ですが、次第にあります

ように、まず、委員からの情報提供の後、地域経済の持続可能な発展を推進し

ていくための基本的な考え方について、具体的に議論していきたいと考えてお

ります。 

議題１の委員からの情報提供に入る前に、事務局より、第１回会議の振り返

りや今後の議論の方向性等について、説明をお願いします。 

 

【納屋産業連携交流推進課長】  

まず資料３をご覧ください。 第１回会議の概要としてまとめております。 

なお、詳細は資料２に議事録をつけておりますので、必要な場合はそちらをご

覧いただければと思います。 

資料３でございますが、大きく意見をいくつかに類型化しております。全体

的なことや横断的課題に関するご意見や、特に多かったのは、交流やプラット

フォームの構築に関する意見は多くいただいたかと思います。例えば、地域プ

レイヤーが互いに接点を持つことができる場の構築が、コラボレーションを生

み、新たな取組の創出につながるというような意見も多数いただいておりま

す。また、人材活用という点では、区内にスキルの高い方も多くいらっしゃる

中で、如何にその方々のスキルを活かせる仕組みを作るかということや、区内

に限らず、全国の人材とのつながりが持てる橋渡しの観点などもいただきまし

た。 

また、新たな取組としての具体例もいただき、社会課題解決の実験的なこと

ができる予算の話や、街の人から投資を集める仕組みによる地域循環の加速な

どのアイデアもいただきました。 

以上、前回のご意見の集約として一部ご紹介させていただきました。 

次に、資料４をご覧ください。議論の方向性イメージとしております。 

まず、改めての共有となりますが、議論の目的・ゴールということですが、



地域経済の持続可能な発展を推進していくための考え方について議論をすると

いうことは改めて共有させていただいた上で、その議論の仕方ですが、地域経

済の持続可能な発展条例の４つの基本的方針を一つ一つ実現する、それが持続

可能な地域経済の実現に近づくということで考えると、その４つの方針につい

て、具体的に目指す姿や理想とすべき姿をまずは具体的なイメージ化をしてい

き、そこに向けて何をどのようにしていくかという戦略と取組を明確にしてい

く、という手順で議論を深めるとよいのではないかということで提案をさせて

いただいております。例えば、資料のオレンジ部分ですが、左から、条例の多

様な地域産業の持続性確保に向けた基盤強化を図るという方針については、こ

れを実現するためには、具体的にはこのような姿になることだ、ということで

あったり、このような環境が整い、そこで企業がこのように活動できるように

なることが、ひいては方針で掲げた内容が実現できたということにつながると

いうことで検討していければと考えております。例示として、新しい価値が

次々に生まれる街というのが目指す姿ではないかということや、意欲ある人が

果敢に新たなチャレンジができるということではないかということを例示とし

て書いております。３番目、４番目の例示ですと、多様な働き方の実現を図る

として方針については、例えば起業が身近にあり、起業したい人が集まってく

るような街になるというのが多様な働き方の実現が図られるということだ、と

いうようなことで議論ができればと思っております。 

このように理想の姿やまたは、キーワードなどを挙げていただき、それを集

約し、議論することで、目指す方向性を共有化し、最終的には、それに向けた

取り組みもまとめていきたいと考えております。それをどのように実現してい

くか、どのような取組が必要かということは次回以降で議論できればと思って

おります。 

２ページ目でございますが、議論する上で念頭に置くべき事項例として記載

しております。３月に決定されました世田谷区基本計画大綱においても、目指

すべき未来の世田谷の姿ということで、例えば、地域経済については、地域の

中で働くということがますます重要視される方向にあることなどを念頭に置

き、起業家輩出の基盤づくりや、課題解決に資するソーシャルビジネスの振興

などをさらに進める必要があるとされています。また、重点政策としても、新

たなビジネス創出につながる取組を進めることや、ビジネスの場としての魅力

を増す環境整備が必要ではないかということとされています。 

資料の下部ですが、将来の目指す姿を議論していく上では、今後発生する可

能性が高いことについては意識をしておく必要があると考えております。例え

ば、デジタル化がさらに進むことや AI の利用促進、気候変動や脱炭素の動き

の加速、社会インフラの老朽化や働き方の多様化、地域課題の複雑化などが、



今後、近い将来においてもさらに生じてくるものと考えられます。これらは世

界や全国規模で影響を与えることはもちろんのこと、地域経済や地域産業にも

様々な影響を及ぼすと考えられ、例えば、右側ですが、個々の企業において業

務効率化が図られるとか、活用・未活用による二極化が生まれたり、新たな仕

事が生まれることもあれば、既存の仕事がなくなること、また脱炭素なども新

たな事業機会となることもあれば、それに対するコスト対応ということも発生

すると考えられます。人手不足による業務遂行への影響や後継者の問題、採用

形態の変化なども地域経済に大きな影響を与えるものと考えられますので、本

日、あるべき姿の議論にあたっては、このようなところも意識していただき、

ご意見をいただければと思っております。また、行政支援の変化とあります

が、公共の在り方についても今後は徐々に変わっていくものとも考えられます

ので、それを踏まえて、行政はどのような取組をしていくべきかというのも、

次回以降の議論のテーマかと考えております。事務局からの説明は以上でござ

います。 

 

【長山会長】  

ありがとうございました。ただいまの事務局の説明について、ご意見、ご質 

問等はございますか。あれば、挙手をお願いいたします。なければ、先に進み 

たいと思います。 

では、議題の 1、委員からの情報提供、委員プレゼンに入ってまいりたいと

思います。資料は、5 の 1 から 4となります。 

この情報提供の趣旨ですが、今後、本審議会での議論を掘り下げていく上

で、委員の皆様が持つ知見や経験、専門分野などについて、会議のテーマと関

連の深い内容について情報提供をしていただくとともに、あわせて提案や提

言、問題提起などをいただいて、今後の議論を深めていく基礎的な材料として

いきたいと考えております。その上で、本日は、資料４にある、世田谷区の地

域経済や地域産業が目指す姿、理想とする姿について、意見交換していきたい

と考えております。 

皆様の机上に付箋を置いておりますので、プレゼンテーションも聞いていた

だきながら、目指す姿としてのアイデアや意識すべきキーワードを１枚に１つ

ずつ書き出していただければと思います。なお、プレゼン後、５分程度、各委

員、検討いただく時間も取りたいと思っています。その上で、意見交換会で

は、皆様に書き出していただいた付箋をベースにご発言をいただければと思い

ます。 

なお、付箋は会議が終わりましたら事務局が回収しますので持ち帰らず机上

に置いておいてください。後日、事務局にて発表しきれなかったものを含め整



理し、次回会議で活用したいと考えております。 

では、委員からの情報提供に入りたいと思います。本日は、わたくし長山

と、田中委員、市川委員、大石委員の４名より、行いたいと考えております。 

各プレゼンテーションは 8分程度とし、その後に、プレゼン内容に関する質問

時間を２分程度設けたいと思います。プレゼンテーションは、前方の演台にて

行っていただければと思います。 

それでは、まずは私からプレゼンテーションを行いたいと思います。 

 

2.議題 

【長山会長】  

それでは、プレゼンは 8分なんですが、資料は 90 分ぐらいのものになって

いますので、今から端折って話すことになろうかと思います。  

 まず、今日話す内容は、最終的には産業ビジョンが、この会議での最後の成

果になると思いますので、この辺りの話を最後、持っていきたいと思います

が、一概に見直しの論点とか視点を話す前に、前段としてこういった話をして

いこうという風に考えております。  

 自己紹介は、私自身の話をするというよりも、おそらく付箋の方で、私だっ

たら書こうと思っているキーワードをアントレプレナーシップとか地域的プラ

ットフォームということについて自己紹介を交えながらしていこうという考え

です。  

 私は、地域経済論と中小企業論の分野において、研究なり実践しているわけ

ですが、2000 年代には、産業クラスターとかベンチャービジネスに関する研究

というものをしておりました。 2010 年になりまして、中小企業政策の地域政

策が領域が重なったということがあって、その中で出てきたキーワードがアン

トレプレナーシップや地域プラットフォームということです。最近は、教育研

究活動におきましては、このキーワードに基づきまして、自分自身でも様々な

組織を立ち上げたというところです。  

 世田谷区以外でもこうした社会貢献活動はしておりまして、つまり、経済産

業省、国がやる地域産業政策、また東京都がやる地域産業政策、そういったこ

とを踏まえてはいるということです。その上で、基礎自治体としての世田谷と

しては何をやるべきなのかということが大事で、その役割分担というのをしっ

かりやっていく必要があるのだろうと思っております。 

個人的な全国ベースの活動としては、こういった新しい組織を立ち上げて、

中小企業分野においてのプラットフォームを作っているところです。大学で

は、1つ目のキーワードになりますアントレプレナーシップという広義の概念

がありまして、何か新しいことにチャレンジするということは、もうほとん



ど、アントレプレナーシップという言葉に置き換えてよろしいんではないかと

思います。 要するに、狭義の狭い意味のイノベーションというものと捉えな

いでもらいたいというようなことが含まれていますし、また、ベンチャービジ

ネスの議論というのが、最近はスタートアップという言葉に変わってますけれ

ども、それは国のやる経済成長のエンジンということではいいんですが、基礎

自治体として、地域の住民ベースでの何か新しい取り組みといった場合には、

アントレプレナーシップという言葉を使った方がいいんではないかということ

で、それを生み出す際の地域の学習のコミュニティ、そのコミュニティをたく

さん作るためのプラットフォームというものを大学で色々と取り組んでいると

いうことです。 

それは、世田谷区の方でもそうした考え方はどんどん取り入れたいというこ

ともありますし、条例の議論もそうですし、また、この前の 1年間においては

こういった調査をしておりまして、納屋課長たちも参加されているんですが、

ちょっと回していただきたいんですけども（資料回覧）、こういった研究をし

ているというところです。世田谷区の議論ですから、世田谷区について知って

ないといけないし、世田谷区の地域の課題や発展性というところにおいての起

業、アントレプレナーシップの環境というものを調査した上で、議論をする必

要があるだろうと考えておりまして、それにはやはり、他の地域、特に地方の

都市と比較しながら考えていくことがよろしいんではないかなと思っていると

ころです。  

 特に、アントレプレナーシップの時に大事な言葉としましては、無関心な

層、そういう無関心者に対して、如何に関心を持ってもらうかということが大

事という風に考えております。創業機運醸成事業がありまして、国もそれが新

規開業率を高める上では１番大事なんだと、日本では創業無関心者が 7割ぐら

いもいて、それが問題なんだという風にも言われてます。そういった中で、特

に狭いコミュニティレベルの地域においての実践、特に無関心な住民や若者と

起業家が交流ができる、繋がれるという場がとても大事だと考えているところ

です。 そのときには共感というものが大事であって、その共感が、何らかの

テーマに基づいて、共感し、繋がって、共に学ぶという共創というものが、大

事だろうと。それには、世田谷の各地域、かなり狭いエリアでの起業学習の拠

点というのを作るということが大事だろうと考えています。実際に、三軒茶屋

ですと三茶ワークさんもやられていまして、テレワーカーとフリーランスの間

での創発から様々な事業なども起こっております。地域プラットフォームとい

うのはいわゆる仕組みでありまして、次々とそうした新しい取り組みは、アン

トレプレナーシップが生み出されるような 仕組みというのをどう作るのかと

いうことであって、それ自体はプラットフォーマーというプレイヤーとして



は、先ほどの三茶ワークさん等々色々あるわけですけども、全体を設計するの

がやはり区であって、区というのはプラットフォームビルダーになるべきだろ

う、全体を設計するべきだろうというところであります。特に、2000 年代にあ

ったような産業クラスターだとか地域のイノベーションというような、最近だ

ったら福岡とかもやってるようなスタートアップのエコシステムみたいなもの

ではなくて、 世田谷区としての地域の住民のコミュニティが達成すれば、コ

ミュニティビジネスをたくさん生み出す、ソーシャルビジネスを生み出す、そ

ういったような地域プラットフォームというもの、これにはやはりもう少し緩

やかなアントレプレナーシップという概念が、非常によろしいんではないかと

いうところで、条例の時の議論の視点があるわけです。その条例の改正に関し

ては、ここに関わっている方々がいらっしゃると思うんですけども、基本的に

は、元々は中小企業憲章というものが、2010 年にあって、そこから小規模企業

っていうものが重視されるようになってきたわけです。その小規模企業という

のは、地域社会のコミュニティの一員であってという流れから、中小企業政策

の中で経済成長だけではなく、非経済的な価値というのが取り上げられるよう

になった。ただ、再度その小規模事業者がどんどん減っている中で、小規模企

業振興基本法というのができていると。そういう中で、基礎自治体単位におい

て、小規模の条例をというところで、基本条例を作っている。世田谷において

もそれを産業振興としてやっていたわけですけども、さらに世田谷では地域の

企業、地域の経済、また、非経済的な価値っていうところを含めて、条例の改

正に至ったというところであります。この際には、70 年代にあったような、も

う 1つの発展、オイルショックがあった時のお話からまさに SDGs までを含め

た形で、地域を捉えるという風な形になっているということです。そういった

中でのコミュニティビジネスみたいなものが重要だし、そういったものは、商

店街というところなんかにおいても当然ながら考えられるし、今、新しい産業

を生み出す場所として、ものづくり学校の跡地も活用していて、これはまさ

に、条例を具現化するものなので、ここが非常に、注目すべきじゃないかなと

いう風に思っているところです。  

 今、ビジョン作りということなので、今後の 10 年間を見据えてということ

になりますので、10 年後の姿を描いて、それを、バックキャスティングで考え

ていくことが大事になるわけですが、特に大事なのは、曖昧性、VUCA の時代の

中でも曖昧になってると。ここにあるように、業種が曖昧になっているし、組

織も曖昧になっているし、職と住、リアルとサイバー、これもみんな曖昧にな

ってくるということがあって、そういう中においても二項対立を超えた発展性

を考えていく必要がある。 

国もミッション型になってますし、色んな面で、そういった多様な領域にまた



がるような産業振興というのを目指していく。産業振興を狭く捉えることな

く、基本計画にあるような 6つの重点施策を結び付けて、全部に関わっていく

ようなもの、そこの根っこにある部分というのは、ウェルビーングとかコモン

とか社会的共通資本みたいなものが、共有ワードになると思うんですが、そう

いったようなものを念頭に置きながら、産業振興を考えていく必要があるとい

うことになります。 

ということで、ここにあるようなアントレプレナーシップを軸とした地域の

課題解決をする人材というものを育成するところがアントレプレナーシップな

のであって、その担い手を作っていくような仕組み、仕掛けというものが地域

のプラットフォームであって、その真ん中に基本計画で掲げてるような大事な

もの、地域の中でこれだけは守らなければいけないというようなコモンを考え

ていく必要があるだろうということに思っております。時間がないので、この

辺は飛ばしていきますけども、産業ビジョンで、今、現行で考えられてるもの

はどういうことかと言うと、これが今の産業ビジョンなんですが、産業ビジョ

ンもその内容はしっかり把握する必要があると思うんですけど、やっぱり 4年

前に作られて、今もちょうど中間で 5年目になりますが、この時は産業振興の

観点が経済成長を重視したもので、やはり標準産業分類の枠内に関わっている

ものだったと思います。  

 既存産業の再生と、新しい産業を創出するというところにおいて、地域内の

内発的発展を目指すというところにおいては、他の自治体に比べれば最も進ん

でいる産業ビジョンだったと言えると思います。ただ、最後に我々の条例の方

でそれを乗り越えて、区民だとかまちづくりというような視点も拡張していく

必要があるし、産業という概念自体の拡張ということを考えていく必要がある

だろうというところです。 

ビジョンのところにも、豊かさという言葉がありますが、そういった時に

は、ウェルビーイングというようなキーワードも考えていく必要があるだろう

というところで、最後に産業ビジョンの見直しにあたって、こういった論点が

あるんではないかというところで掲げてるところであります。また、これは、

今後、議論を進めていければなと思っております。以上です。 

  

【長山会長】 

ご質問はありますか。まとめて議論する時間はあると思いますので、その時

でもお寄せいただければと思いますし、また、この付箋の方に書いていただけ

ればと思います。では、続きまして、田中委員、お願いいたします。 

 

【田中委員】  



はい、ありがとうございます。 

改めまして、田中美帆です。よろしくお願いいたします。あんまり時間がな

くてですね、私も 90 分の講義を 10 分でっていうような話で、絶対に時間内に

収まらないから、最後に、私の講義動画、 YouTube に上がってるんです。皆さ

んに特別にアクセスいただければ。私の話はイントロダクションだと思って、

講義動画で気になったとこだけ見てくださいっていうような、そんな話の内容

で進めさせていただきたいと思ってます。  

 今日は３つお話ししたいと思います。私はソーシャルデザインファームとい

うような活動を行っておりまして、そのデザインアプローチで社会課題解決に

挑むっていうようなことを日常的にやっております。なんでデザインと社会課

題が繋がるのっていうような、そこの部分がまず最初の 1の部分です。 

世界の事例っていうのが、もうすでにいっぱいありまして、今回の世田谷区

の会議に 1 番はまりそうな事例を 3つ持ってきております。1つは、環境視点

でゼロウエストの町、上勝町という内容のものです。もう 1つは、歩行者に優

しい町とか自転車に優しい町というような、そういったところで警視庁の取組

み。最後に、もう日本は世界一超高齢社会なので、その辺はイギリスで、認知

症に優しいまちづくりっていうものが進んでまして、スローショッピングの事

例をお伝えします。イノベーションには、先ほどの長山会長のお話がまさにと

いうような形で、共創が必要だというようなところ。そこをまとめて、講義と

するような形です。 

 まず、1の部分について、21 世紀に入ってもう 23 年経つので、このデザイ

ンの領域って、皆さん、デザインっていう言葉に対しての、認識がものすごい

狭いというか、装飾とかスタイルとか、クールとかかっこいいとかっていう、

そういう表層的な部分っていうのは、20 世紀に発展してきてですね、私も、こ

こにある 1 番元祖のグラフィックデザイナーっていうのが、私のキャリアの基

本になってるんですが、21 世紀に入ってからは、目に見えないものほとんど全

てをデザインするっていうような、そういった時代に入ってきてます。 それ

で、生活とか遊びとか仕事、教育、組織、政府っていうようなところに、デザ

インの考え方というのが、有効になってきてるっていう、そんな時代に入って

おります。  

 いろんなところで、デザインっていうものがその役割を担ってくる中で、よ

り包括的なデザインっていうものは、どうやって実現できるんだろうというよ

うなことです。包括的っていうような言葉が、どういうことかと言いますと、

今、世の中に存在してるデザインっていうものは、左側の図、20 代から 40 代

ぐらいの、健常者で、元気に働けて、心身ともに健康な平均的ユーザーってい

うような方々を中心にいろんなことがデザインされています。 ただ、そうす



ると、じゃあ赤ちゃんはどうするかとか、世田谷区にもいっぱいいらっしゃる

外国人、日本語が分からない外国人とか、身体に障害を持っているような方、

もしくは、我々も高齢になってくれば、ある程度、いろんなところに障害があ

るというような世代になった時に、その人たちはもうずっと排除されっぱなし

でデザインされてきたというのが 20 世紀。それで、21 世紀に我々がこの極端

なユーザーの方々を中心にデザインをしていくっていうことが、包括的なデザ

インに繋がっていく。それはもうすでにインクルーシブデザインっていう言葉

で、領域もしっかりできてまして、その極端ユーザーに着目することで、そう

するともう健常者はもちろん使えるよねと、そういったことで、デザインが成

り立つっていう、そういう領域がございます。  

 代表的な例で言うと、こちらのタイプライターがそうなんですけれども、タ

イプライターって、1,800 年代に、目が見えない男性が開発したデザインなん

ですよ。  

 目が見えないから、自分の恋人にラブレターを送りたいんだけど、字が書け

ない。なのでタイプライターで自分の思いを伝えるっていう、そういう要素で

できたんですね。皆さん、見てください。もう皆さん絶対にキーボード今触っ

てますよね。皆さんは、全然目が見えないわけじゃないです。なんですけど

も、こんなに世界的に、目が見えない人が作ったデザインが、こんな風に世界

に広がっているっていうことが、包括的なデザインの一事例になります。ほか

にもウォシュレットトイレなんかも実はそうなんです。この包括的なデザイン

について考える思考フレームワークっていうのも、実はもうとっくにできてま

して、ダブルダイヤモンドっていう考え方なんですけども、大きく見ると、左

側のダイヤモンドと右側のダイヤモンドっていうのを分けて考えるんですけど

も、左側は課題定義をするまでの思考かプロセスっていうのをデザインしまし

ょうっていうものが 1つ。 

 右側に行って、今度は、その課題定義されたものに対して、クリエイティブ

の発想をしていくっていうような、そういった考え方になります。  

 そもそも課題定義そのものが、今、VUCA 時代って言われている中で、売り上

げが足りないんですとか、このブランドをもっと知名度を上げたいんですって

いう、それが本当に課題でいいんですかっていう、課題そのものを問い直すっ

ていうような、そういった時代にもう私たちは突入していて、それを、リフレ

ーミングするという風に言うんですが、その課題っていうものが本当に正しい

課題かっていうのをリサーチして、そのリサーチを元に、色々意見を集約して

いって、課題定義をする。もしくは、チャレンジステートメントっていうよう

な言い方もするんですけども、こういったことにデザインでチャレンジしよう

といった、まちづくりをしようっていうような、課題定義をしている。そのあ



とに目的のために、いろんなデザインの形を模索していくっていうような、そ

ういった、デザインプレス創設っていうものが定着しているんですよね。なの

で、このダブルダイヤモンドの考え方っていうのは包括的なデザイン、まちづ

くりっていうものにも有効かなっていうようなことで、ご紹介いたしました。  

 こういった考え方を基に、3 つの事例っていうものをお話ししたいんですけ

ども、まず、さきほどの極端ユーザーの中で、外国人とか障害者の話をしたん

ですけど、環境だってそうです。人じゃなくても別にいいっていう、事例が 1

つ。こちらが上勝町の事例です。上勝町は昔からゼロウエストのまちづくりを

していて、45 分別のごみの収集を町の中でやっています。ごみの総排出量って

いうのは東京の半分になっていて、廃材を使って、観光的な部分とか、目の引

くポイントみたいなものを展開するまちづくりをしています。人口は 8,500 人

しかいないのに、全世界から視察が年間 2,000 人来るというようなまちづくり

を行っています。 

次が、警視庁で行っている歩行者に優しいまちづくりっていうような観点で

す。歩行者も別に極端ユーザーじゃないじゃんっていう風に思うかもしれない

んですが、今、この社会の中では車の方が優先されて、私たちは 1番下ぐら

い。横断歩道を東京で渡ろうとすると、100 台車が通るとそのうち 5.8 台しか

止まらないっていう、そういう統計がもう出ちゃってるんですよね。こういっ

た状況で、高齢社会において、それがいいのかとか、自動運転が発展するにあ

たって、そもそも車優先を前提にした、こういった車の改革が進んでいいのか

っていうような、そういった議論もございます。いろんな取り組みっていうの

が、実は日本でも全世界でも行われているので、こういったところの観点って

いうのも、世田谷区の中で考えられるといいのかなっていう風に思ってます。 

最後の事例が、認知症に優しいスローショッピングという取り組みです。こ

れは、イギリスのスーパーマーケットで取り組んでいる実際の事例なんです

が、火曜日の 2時間だけ、高齢者ウェルカムっていうような時間をとって、従

業員は認知症になるとどういうところが買い物でお困り事になるのかっていう

のを重視していて、それに対して対処する形を取ってます。でも、実際やって

いることはお金をかけてやっているものではなくて、レジの電子音を消すと

か、BGM を消すとか、それだけでもすごい効果あるんです。静かなところで、

落ち着いて買い物ができるっていうことがメリットになります。もちろん売り

上げが上がるんですけども、もっと上がるのが、そのスーパーでレジ打ちして

いる人たちが、高齢者から感謝されるっていうような、そういう機会が生まれ

るので、従業員エンゲージメントがめちゃめちゃアップする。また、そのまち

は、そのスーパーだけでなく、大学や地元の財団と連携して、その町そのもの

のブランド力アップにも貢献しているっていうような、そんな取り組みになっ



ております。  

 最後に、このデザインっていうものは、先ほどの 21 世紀の広義なデザイン

っていうような観点から言うと、価値創造そのものなんですよね。その価値創

造をしていくために何が必要かっていうと、この縦割り社会の分断された社会

の中で、もう私たちがいち早くこうやっていかなきゃいけないっていうこと

は、社会課題に興味のないような人たちと、そうではない何か課題を持った当

事者、もしくはそれに関係した人たちがもっと出会って、対話を始めて、思考

を混ぜていって、共通の思い、先ほどコモンっていう言葉が出たんですけど

も、共通の思い、共通理念、共通ビジョンでいいと思いますが、そういったも

のを共創で生み出すっていうような、そういったことが必要なのかなと思って

います。それに至るには、そこに多様性が必要でありますし、共通ビジョンを

持った上で、さらに持続性、共同性、公益性っていうような要素っていうもの

が必要になってくるのかなっていう風に考えています。  

 ということで、ものすごい猛スピードでお話ししましたが、ゼロウエストの

上勝町は、15 分ぐらいの短い講義なので見ていただけると、理解が深まるので

はないかと思われます。以上です。よろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいました。 

 

【長山会長】  

ありがとうございました。ただいまのプレゼンにつきまして、ご質問等ござ 

いますか。  

では、大藤委員。 

 

【大藤委員】  

基本的な質問で恐縮なんですが、この持続可能な事業っていうところの定義 

って何になるのかを確認させていただけるとありがたいです。 

 

【田中委員】 

この定義ももしかしたらどこを基準にするのかっていうのは、この会議体の中

で、議論するべきじゃないかなっていう風には思ってます。1番いい指標は

SDGs です。SDGs って 17 ゴールがあって、アイコンが並んでるからふわっとあ

って、何を具体的にゴールにするのかって、なかなかわからないじゃないです

か。なので、私がよく学生に言っているのは、自分が取り組みたい、そのゴー

ルの中のターゲットを見ましょうって言うんですよね。17 本しか並んでないん

ですけど、実は、1 つ 1 つに大体 10 ぐらいのターゲットっていうものが、ちゃ

んと国連のウェブサイトで読めるようになっています。そこに、その世界で 1



ドルで暮らす人々をなくすっていうような、その 1ドルで生活すること自体が

貧困だっていう風に定義してるとか、そこにターゲットが載ってるんです。全

部で 169 もあるので、自分が関係するターゲットを拾い読みすればいいと思い

ます。けれども、それをクリアすることで、持続可能な社会づくり、まちづく

りっていうものができてくるんじゃないかっていうような、そういう指標でい

いんじゃないかなっていう風には私は思っています。 

 

【長山会長】  

はい、ありがとうございました。この後、市川委員からサステナビリティにつ

いてはお話あると思いますので、またそこで議論を深められたらと思います。

ありがとうございました。  

では、続きまして、市川委員、お願いします。 

 

【市川委員】 

よろしくお願いします。私は Polaris という会社の紹介を後ろにまとめてい

て、私たちがやっていることを、仕事軸のコミュニティ作りという風に私で掲

げているんですけども、その観点から、資料をまとめてみようというので、ち

ょっと時間が足りないので、なるべくコンパクトにと思って、お話したいこと

は、サステナビリティということだけに特化してまとめてきました。 

人と街と関り合いながら働くということができれば、お互いの形態になって

いくのではないかというお話です。 特に、全部の方針に関わってくるもので

はありますけども、私は、働きやすい環境を整備して、企業側で多様な方々に

実現を図るというところに 着目して、どういうことができたらいいかなって

考えました。 

観点としては、働き方の SX 化というものをピックアップしてみました。よ

りサステナブルで、よりインクルーシブな働き方っていうのを、地域全体で取

り込めればいいんじゃないかっていうのが、私からの 1つの提案です。  

 SX 化というのは、個人や組織が、サステナブルな方向に変容していくことで

あり、それに、地域ぐるみで取り組むということができると良いと思ってま

す。SX とか、そういう横文字については、なかなか扱いが難しいところもあり

ますし、実際、現時点では、SX とかは、大企業のものという認識の方が強いか

もしれませんけれども、今回のこの条例にも、世田谷の産業に関わる全ての主

体が、多様なニーズに応じた働きやすく創造性が活かされる環境や対話ができ

る場をつくりながら、各々の役割を果たし連携していくこととあるように、そ

もそも SX という分かりにくい言葉が自分たちにとってどういう意味があるの

かとか、どういう理解ができるのかということですね。なんかこう、働き方と



サステナブルという切り口で対話したり、その場ができればいいんじゃないか

と思って、あえて働き方の SX 化っていうのは、なんだろうなと考えました。

持続可能とか、持続可能性って、わかるようで、結構わかりにくい言葉だと思

うんですけど、何かトライしている会社においては、働き方においてサステナ

ブルであるっていうのはどういうことかなと考えると、単純にキャリアが途切

れないっていう意味ももちろんですけども、働き方に無理がないという意味も

あるでしょうし、もしくは、変化に適応し続けるという意味もあるんじゃない

かと思います。 

 あとは、繋がりがあるとか、生まれる循環の輪の中に自分がいるというよう

な意味もあと思いますし、また、直接繋がってるものだけじゃなく、その先そ

の先という風に想像できるという意味もあるんじゃないかと思います。あと

は、この自分がやっていることの意味とか価値が分かるっていうのはさすがと

も言えるでしょうし、分断とか滞りなどの課題に意識的になる、気がつけるっ

ていうこともあると思います。あとは、世代をつなぐというのもあると思いま

す。現状、裏を返すと働き方はそうはなっていないのではという風に思って、

私も、育児、出産をきっかけに、1度離職をしていますので、そういう意味で

は、様々な理由でキャリアが一旦途切れてしまったり、働き続けてはいても、

意味があったりどこか消耗してしまったり、変化に適応ができないとか変化に

気がつけないとか、繋がりがなくて途切れてしまうとか、自分が大きな輪の中

にいるような実感を持てないとか、自分の仕事の意味がなかなか感じられない

とか、そういう風に今現在は、なかなか感じにくい状況なのではないかなって

思います。  

 これらの課題を解決及び解消するためには、さっきも読み上げた条例にもあ

るような、世田谷区の産業に関わる人たちが、自分たちにとってのサステナブ

ルとか SX ってなんだろうねとか、じゃあ逆にサステナブルでないというのは

どういうことなんだろうねということを、話していけたらいいんじゃないかな

と思ってます。  

 働き方を持続可能にするというのは、個人のキャリアにおいて、組織におい

て、社会において、どういう意味があるのかということを考えながら、 解決

策の対処方法を考えていきたいと思ってます。これはですね、私がこう個人に

おいてとか、地域の事業者組織において、世田谷区の地域の連携団体におい

て、さっき挙げたサステナブルじゃないっていうのについてですね、どういう

事ができたらサステナブルなものになっていくのか、こういう風にしたらでき

るんじゃないかっていう風にちょっと考えていたものです。例えば、仕事やキ

ャリアが途切れないというものを SX 化、個人においては、多様な形でキャリ

アを途切れさせない力を持つことがすごく大事だと思います。就労継続するだ



けじゃなくて、一旦離れたとしても、フリーランスみたいに使う形で仕事を続

けていくことかもしれないですし、前提を変えるとできますけど、雇用されて

働くことだけがキャリアだというような前提から離れたら、育児とかに集中し

ている時も、自分にとってはキャリアの途切れがないっていう風に思えるかも

しれないし、そのためには、多様な選択肢を知ることが SX 化に大事なんじゃ

ないかなと思っています。 

 そんな風にしてですね、働き方に無理がないっていうのは、どういうことな

のか、そんなのをですね、SX ってなんだろうねとか、何ができるんだろうねと

か、そんなことを考えていけるといいでしょうし、そういうのが政策に繋がっ

ていくというので、1 番上だけ少し丁寧に見ると、今、個人のとこは言いまし

たが、多様な形でキャリアが途切れないような力が個人の中でまとめればいい 

し、認識とか、前提を変えたりとか、そのためにいろんな選択肢、いろんなや

り方をやって出会うことで、こんなやり方もあるんだなとか、こういうことも

考えられるんだなっていうようなことが個人の中では多分あって、そういうの

を推進していくためには、地域の事業者とか組織においても多様な就業機会を

作ることが大事になるでしょうし、あと、多様なキャリアとか多様な人材を評

価するということが大事だと思います。 

 個人の人生とか選択において、自分の自由な働き方というのを選択してもい

いけど、それがなかなか評価されないと難しいと思うので、地域の中ではそう

いった多様な就職機会を作りつつ、多様な人材を評価する仕組みが必要だし、

それを区としても多様な就業機会を作る事業者に対しては、積極的に何らかの

インセンティブを示すとか、そういう人材の雇用についてのフォローすると

か、そういったことを進めていけると、課題解決に向けて続いていくのではと

考えています。  

 こまごま書きましたけど、1 つの私の考え方でありますので、もっとこうい

う発想があるんじゃないかとか、こういう考え方ができるんじゃないかってい

うの自体を知れたらいいなって思います。SX も非常に多様性を前提にすると、

1個の正解があるものはないと思いますので、様々な観点から議論をしなが

ら、それでも、どうやったらみんなで何らかの形でサステナブルにしていける

のかっていうことを考えていけたらと思います。 

最後になりますけど、そういうのを考えるようになった時に SX 化とかいう

言葉から最初に来たんですけど、そもそも、持続可能に働くってどういうこと

かなっていうのを思いついたエピソードをいくつか紹介させていただきます。

1つは、育児離職した女性の SX 化という観点でいうと、地域の中で居場所と出

番を見ながらキャリアをどんどん転換させてきたという事例です。 

 これ実は私でですね、17 年ぐらい前の、大学 3年生と 2年生のところの議論



も出てますけど、私自身が会社員として、1回、仕事を辞めて、職が途切れま

したけど、模索の末に、 居場所と出番を得てその中から雇われて働く以外の

選択肢を知ったり、パラレルキャリアという言葉があるんだ、じゃあ、私のこ

の育児離職の期間のキャリアなんだと理解してですね、どんどんキャリアを、

キャリアっていうのを、発展させていったっていうような事例です。そういう

地域の中で悩んで考えたり、そういうやり方もあるねっていうのを、ともに行

動する仲間と出会えたり、受け止めてくれるコミュニティがあったから、私の

キャリアがこう先になったんだなと思っています。 

 また、世田谷のシニアの働き方の、あるグループにおいても、単発で多様な

スタイルの仕事を地域の事業者に作ることで、シニアが地域の中で新しい家で

あったり、キャリア、別の形で活かしてますけども、これも、定年再雇用とか

再就職だけではないサステナブルな方向に引っ張っていく政策だと思っていま

す。  

 また、Polaris においても副業人材がおりまして、会社員とか別の組織に関

わりながら 行っている人たちが、メインの職場と違って、Polaris の仕事は癒

しだなとか、仕事じゃないから期待値だけでできるなとか、すごく癒される、

単純にお金をもらう仕事だけじゃなく、何らかの役割があることで、元々の本

業の部分についても見える景色が変わってきたり、考え方が変わる。 

多様な仕事をして、1 人のキャリアを続けていくことも、サステナブルに繋

がるんじゃないかなと思ってます。  

 最後に、マイペースな高校生ですね。これは私の友人の話です。障害を持つ

高校生が、個性を活かした方が、チャレンジとして、コーヒーを提供すること

をやってます。地域の街づくりの居場所だったり。出てくるまでにすごい時間

かかったり、コーヒーが薄かったり濃かったりバラバラで、標準的なカフェじ

ゃないんですけど、なんかこう、癒されたりする空間になってます。  

 特別支援学校を出た後に、障害者雇用としての選択肢が厳しい中で、彼がど

うやって自分らしさを発揮して生きていくのかっていう時に、雇用の中では難

しいかもしれないけど、地域の中でなんらか役割を果たすことで、彼の個性を

出せるでしょうし、支援を受けるだけじゃなくて、自分がなんだか提供をする

ことで、自分の価値とか、やってよかったっていうのがあると彼の生きてる意

味が豊かになったり、親として、それを見られるのはいいんじゃないかなと思

って、こういうのをインクルーシブとして作っていけたら良いのではと思って

います。  

 これはイメージですね。循環というのは、スパイラルアップじゃなくて、も

っと円環的だったり、そういうのも関連したようなイメージで捉えています。

いろんな政策がいろんな形で抱え合っていくといいなと思ってます。 



これは参考とした資料です。以上です。ありがとうございました。 

 

【長山会長】  

ありがとうございました。では、次に大石委員、お願いします。 

 

【大石委員】 

最後に私の方からお話させていただきます。  

私は、ほとんど世田谷で創業したといってもいいんですけど、 ベンチャー

の私たちと世田谷区さんとどんな取り組みをしてきたのかということを中心

に、弊社の自己紹介などもさせていただいて、創業して 12 年ぐらいなので、

イノベーション、弊社なりの視点でしかないんですけど、どういうことを工夫

しながらやってるのか説明させていただきます。 

私たちの会社の問題提起をいつもさせていただいてるところで、今日、皆さ

んお茶を飲んでらっしゃると思うんですけど、このお茶にだって産地がありま

すよね。このお茶ですと、どこでしょう。国産茶葉としか書いていなくてちょ

っとよくわからないですけど、この電気にだって、実は産地もありますし、皆

さんが着てる洋服にだって必ず誰か生産者がいるわけですよね。 

例えば、ファストファッションって最近問題にもなってますけども、安い服

をどんどん皆さんが消費すればするほど、例えばウイグル自治区での、洋服の

消費が労働搾取に繋がってたり、皆さんパソコン必ず使ってもらえると思うん

ですけど、パソコンの中に入ってるリチウムイオン電池って、Apple コンピュ

ーターのパソコンは基本的に 100 パーセントリサイクルのリチウムイオン電池

を使っているんですけど、一定数リチウムイオン電池は子どもたちが違法労働

で採集した希少金属でバッテリーができているということがあって、僕たちの

会社の問題意識というか、社会に対しての問題と言いますと、顔の見えないラ

イフスタイル、 私たちは顔の見えないものだらけで囲まれて生活してるんじ

ゃないかと思うんですけど、今朝食べたものとか、着ているものだとか、皆さ

んたぶん生産者わかんないですよね。このお茶ですらわからないわけですか

ら、この中で、結局、児童労働かとか労働搾取だとか、色んな環境破壊とか、

そういう社会問題を内包してるんじゃないかなと。その中で、まあ 1番最初に

問題点としたのは、この電気でして、電気だって生産者がいる、急にどこかか

ら降ってわいてくるものではなくて、必ず皆さん、どこかの発電所の電気を使

ってらっしゃるわけです。ですけど、電力会社に 1万円払ったりした後に、そ

の先、自分の電気代がどこに払われるのかって、皆さん関心持たれたことって

あるでしょうかという問いかけをさせてもらっていまして、ほとんどの方は、

ここにいらっしゃる方はエコ意識も高いし SDGs の意識も高いでしょうけど



も、 ほとんどの方の電気は多分、石炭火力発電所、石油火力の発電所に支払

われています。 

一方で、エコな生活をしましょうと言いながら、皆さんの日々のドライヤー

とかテレビだとかで CO2 を出しまくっている現実がある。これ、おかしくない

ですか、どうせだったら、自分の電気代の１万円を、例えば福島で頑張ってる

再生可能エネルギーの発電所の方にお金を払ったりすると、皆さんの電気代で

再生可能エネルギーを応援することもできるし、福島復興を応援することもで

きるわけです。だから、皆さんの消費っていろんなパワーを持ってるわけです

が、放っておくと顔の見えないところにどんどん流れちゃって、それが知らな

い間に、社会課題に対して加担してるということになりますということで、私

たちの会社はこれを 1つ 1つ顔の見える化していきましょうということでやっ

ています。 

最初にやったのも、世田谷区にもお世話になってできた顔の見える電力とい

うことでして、これはどういうものかと言いますと、皆さんとコンセントの向

こうが必ずどこかの発電所に繋がってますよということで、皆さんの電気代を

好きな発電所には支払いましょうと。これはブロックチェーンというテクノロ

ジーを活用しまして、世界で初めて、自分の家の電気が何パーセントどこから

来たのかっていうのトレーサビリティをするという、世界で初めての話です。

今、法人向けにこの事業を展開させてもらってますけども、おかげさまで、

今、大体いわゆる再生可能エネルギーで経営したいというパタゴニアさんとか

スノーピークさんとか、花王さんだとか、色んな SDGs 企業さんに弊社の電力

を使っていただいて、1000 社 6000 拠点を再生可能エネルギー化していったと

いうところがきっかけです。元々、世田谷区との事例を元に始まったところが

あって、世田谷区さんがどうせ世田谷区で電気を使うんだったらば、南相馬の

電気を使いたいと。それで実際に群馬県川場村のバイオマス発電の電気を使

う、長野県の水力を使うんだっていうような世田谷区さんの方針があって、で

は、私たちがそれをテクノロジーでどう実現できるだろうかという観点で進め

させていただいた結果、今の顔が見える電力というのが世界で初めて、商用化

事業ができたというのが、 私たちの 1つの発展のきっかけであります。 

その他にも今は世田谷区さんにも導入させてもらってるんですけど、横浜の

小中全てに空気の見える化をということをやらせていただいています。空気を

見える化して、お父さんお母さんが、自分の子供の教室の空気がどのような状

態かを見える化していまして、例えば、ＣＯ２濃度が高かったらクラスターが

起きやすそうだとか、 1500ppm 以上だと頭がぼっとして居眠りしそうだとかを

お父さんお母さんが分かるようにしています。これが分かるようになることで

何が良かったかというと、子どもたちが自主的に換気をし始めたんです。家に



帰ってからもちょっと換気してみようかなというようなことで、子どもたちの

自主的な行動に繋がったっていうことで、横浜市さんと子どもと働く人のウェ

ルビーイングを高めていこうということで、みんなエアー事業を展開させてい

ただきました。 

また、サプライチェーンの見える化ですね。例えば、このジーンズがどこで

できたジーンズなのかとかいうことを、どこから来てどう移動し、それは何キ

ロで、CO2 をいくら出してというようなことを、ジーンズの顔の見える化とい

うことで TADORi という事業をやらしてもらっています。いろんな生活分野を

見える化していたり、あとは農地の見える化だったり、木材製品の見える化で

すね。これも合番なんですけど、違法伐採の問題もあったりするので、顔の見

える木を使っていきましょうということで事業をやらせていただいたりしてい

ます。顔の見える電力をきっかけに、世田谷区さんの事例作りをきっかけに、

ありとあらゆるライフスタイル、自分の生活の顔の見える化をしていくことに

よって、1人 1 人が社会課題の解決のきっかけや機会がありますということを

皆さんに伝えさせていただいてる会社になります。 

おかげ様でいろんな株主さんにも入っていただいて、先ほど Polaris さんの

お話にもありましたけども、要はサステナビリティトランスフォーメーショ

ン、生活者だったり法人が 1 つ 1 つ顔の見える消費をしていくことによって、

サステナブル、持続可能に、みんなで社会をよくしていきましょうということ

で、サステナビリティトランスフォメーションの方向に向かっている会社で

す。 

元々、世田谷発のものづくり学校のところから始まってるんですが、丸井グ

ループさん筆頭にＴＢＳさん、ビームスさん、ここに載ってないところです

と、花王さん、スターバックススターバックスさん、アップルコンピューター

さん、パタゴニアさんということで、NIKE さん含めてですね、色んなそういう

SDGs とかサステナビリティ、ESG を掲げておられる企業にいろんなサステナビ

リティソリューションを導入いただきまして、それが顧客基盤、弊社の強みに

なっていると。また、インフルエンサーといって、例えば、いとうせいこうさ

んだとか、一青窈さんとか水原希子さんとか、いろんな方に自主的にみんな電

力を使っているということを発信していただいています。企業とサステナライ

フスタイルをやってる人たちがもう一つの私たちの基盤になってるという状況

になります。 

 最後に、私たちがイノベーション創出にあたって工夫していることというこ

とで、時間も限られてますので、先ほどからお話にありましたように、やっぱ

り多様性だとか、色々とやっぱイノベーション創出のポイントは多様性という

のは一般的によく言われるんですけども、それをより形に落とし込むためにど



ういう工夫が必要なのかということに関して言いますと、まず真ん中にイノベ

ーションがあって、弊社の社員だとかパートナーというのは、基本的に社会課

題に対して対応してる社員しかいないんですが、 まず、UPDATER2 原則という

会社の 2 原則を決めてます。 

基本的には自分が面白い仕事しかしないというのが第 1原則、 第 2原則が

儲かる仕事、面白くって儲かる仕事以外やらないということをみんなで決めて

います。面白いのも、まずは自分が面白いのが第一で、次、社会が面白いっ

て、お客さんが面白いって、会社が面白いと序列をつけています。儲かるとい

うのは、社会が利益を上げて、お客さんが利益出て、会社が利益が出て、自分

が利益を出すっと序列を決めています。面白くって儲かるという原則を大事に

しているというのがまず 1つポイントとしてあります。イノベーションを創出

する時に、多様性というのはいいんですけども、押し付け合いになるっていう

のは、どうしても社員が組み合さらないという場合もあるので、まずはお互い

のルールを設定するというのはすごく大事だと思って、しかもシンプルにする

というのはすごい大事だと思っているので、面白くて儲かる２原則しか決めて

いない。そこに対して、異業種とのコラボだったり、実際に実装するという観

点からすると自治体の影響ってすごく大きくて、世田谷区に導入されたという

ことをどれだけＰＲに使わせていただいたかわかんないです。ものづくり学校

という拠点もとてもよくて、教室の一教室で電力会社をやってるっていうその

違和感にものすごいパブリシティ効果があって、そういう意味では世田谷もの

づくり学校っていうのも僕らにとってなくてはならないようなパートナーです

し、 それに対してカルチャー、もし興味ある方は弊社に来ていただければお

もてなししますが、会社の中にスナックがありまして、そこで社員と私がお客

様とコミュニケーションするような場を作ったりしています。  

 特に異業種とのコラボ、自治体さんとのコラボ、如何に自分たちと違う、電

力というとどうしても理系の堅そうな人ばっかりなんですけど、アーティスト

とか自治体さんとかを取り込むために場作りだったり制度作りだったり子育て

支援だったりみたいなことをやってるっていうところがありまして、こちらに

ついて、皆さんにも聞いていただきたいのが、土曜日の 19 時半から、異業種

を巻き込む 1つのプラットフォームになっているんですがスナック SDGs とい

う TBS ラジオで番組やってます。そこでは異業種でコラボして SDGs について

考えるという番組なんですけども、そこで出会って、イノベーションの方に誘

い込んでいくという作戦をとっていますので、皆さんも聞いていただいたり、

弊社のオフィスに遊びに来ていただければなと思います。紹介がてらになりま

したが私からは以上です。ありがとうございます。 

 



【長山会長】 

ありがとうございました。それでは議題の 1については、ここまでとさせて

いただきます。プレゼンをしていただきました委員の皆様、貴重なお話、ご意

見をありがとうございました。 

 

【長山会長】 

それでは次に、議題 2、地域経済の持続可能な発展を推進していくための基

本的な考え方に関する意見交換に移りたいと思います。プレゼンテーションで

の情報提供や提案、提言を踏まえて、資料の 4で示しました世田谷区の地域経

済や地域産業が目指す姿について、意見交換していきたいと思います。 

まず、付箋にキーワードを書き出す時間を 5分程度取りたいと思います。皆

様が考える目指すべき姿、理想とする姿について、1枚に 1つずつ書き出して

いただければと思います。 いくつもあると思いますので、何枚も付箋を使っ

てもらえればと思います。 

気軽に付箋に書き出していってもらえればと思います。ブレストなんかでは

何が正解とか、そういうことを考えるよりも、とにかく思いついたものをどん

どん書き出して、質より量だとよく言われてますので、どんどんキーワード書

いてって、その後、補足的に、その中に書いてもらうやり方がよいと思いま

す。 

 

【長山会長】 

そろそろ５分程度が経過しましたので、これより意見交換に入りたいと思い

ます。 

皆様には、書き出していただいた内容も踏まえてご発言いただければと思い

ます。また、条例で掲げている４つ基本的方針については限定せず、一方で、

目指す姿・理想とする姿という横串部分に集中して、議論したいと思います。 

資料４に記載しているような例示も参考にしていただければと思います。 

ご意見ある方から挙手制でお願いしたいと思います。 

誰がどうなってるのかといったようなところを具体的にお話してもらった

り、例えば二つ目の柱の多様な働き方の実現を図るというものならば、どうい

う姿が理想の姿で目指すべきなのかとか、どのような姿になってると多様な働

き方が実現できるのかといったイメージを、意見で上げてもらうということ

も、よろしいかなというふうに思います。 

社会的な課題解決へのソーシャルビジネスの推進というところにおきまして

は、どのような姿が実現すると課題解決に向けた活動が積極的に行われるのか

とか、またどうやったら自発的にそうした姿が生み出されるのかとか、誰がど



うなってるとよろしいのかというようなところのイメージを具体的にお話して

もらえればと思います。意識するキーワードを付箋に書いてもらっていますの

で、そういったところを紐付けながら、お話をしてもらえると、わかりやすく

てよろしいかなというふうに思っております。 

それでは書き終わった方から順次、ご発言をお願いします。 

いかがでしょうか。はい、では、田中委員。 

 

【田中委員】 

はい。ありがとうございました。私は登壇者だったので、3人のこのお話を

聞いて、今回三つのキーワードが、やっぱり 4人とも共通することかなと思っ

てあげてます。 

まず一つ目が「ワクワクする」っていうのと、その次に「共創」で、最後に

「コモン」。ワクワク、共創、コモンっていうこの三つのキーワードが、四つ

の柱の持続可能な発展においてすべてにかかるんじゃないかなあと思っていま

して、、大石さんが言っていた、面白くて儲かるっていうようなところでワク

ワクしないとまず取り組めないし、そういったものが共創につながって、最後

に共通理念、ビジョン、共通社会資本っていうような、そういったところが生

み出される。そこから全てが 4つの柱に落とし込まれていくっていうような形

が理想的な形なんだろうなと思い、キーワードを出しました。 

 

【長山会長】 

はい、ありがとうございます。じゃあ、吉田さんお願いします。 

 

【吉田委員】 

改めまして、三茶ワーク吉田です。最初、長山先生のアントレナーシップと

かそのための地域のプラットフォームっていうところのキーワードというか、

そこから感じたことなんですが、1つ目は、 世田谷の特徴を考えて、やっぱ住

んでる人が多い、つまり子供が多いっていうところがあって、その町の子供

が、町の大人の起業家に日常的に触れ合えるとか、別に意識しなくてもそうい

う人たちがいて刺激を受けるっていう環境を作るっていうのが 1つ大事という

か、そういうのが新しい地域コミュニティなんじゃないかなという風に思って

いて。三茶ワークもいろんな大人がいて、そこに僕の子供とかも連れてくと、

自然とそういう大人と出会う機会があって、それが建築家ってこういう仕事な

んだとか、なんか農家の人ってかっこいいんだとか、なんかそういうのってい

ろんな刺激になってるなと思ってて、そういう町の子供たちがもっと知れるコ

ミュニティだったりプラットホームになるといいなという風に 1つ思ったの



と、そこから考えた時に、地域経済の発展っていうのを考えた時に、どんなコ

ミュニティがあるかなと思ってたのが 1つは世代とか属性とか、こうやって多

くの人たちが楽しめるエンタメコンテンツっていうのが、1つ世田谷の中にあ

ると世代を超えたり、属性を超えたりしてみんなで楽しめる。その中で、こう

コミュニティを育んで、気づいたら、隣にいる大人の話を聞けるみたいなのが

あるのかなと思っていて、その中でもエンタメのコンテンツって、1つは スポ

ーツコミュニティってあるのかなと思っています。日ハムが最近、 エスコン

フィールドを作って、野球を軸に地域のまちづくりをしてこうみたいなのがあ

りますが、そういうのもすごい。世田谷で言うと野球は無理かもしれないです

けどバスケとかフットサルとかそういうチームをみんなで応援するみたいなと

ころからコミュニティが生まれると、さっき言っていた楽しくとかワクワクす

る中から生まれるのかなと思ってます。 

最後 3 つ目は、社会課題とか SDGs っていう時にこれまでの金融、間接金融

の部分を中心とした資金調達に加えて、そういう共感をベースにした、共感を

投資に変える直接金融みたいなのも世田谷区にとっては非常に重要なんじゃな

いかなと思い、3つ目のキーワードを書きました。以上です。 

 

【長山会長】 

ありがとうございます。 どんどん挙手してもらえればと。じゃ、お願いし

ます。 

 

【大藤委員】 

色々と勉強させていただいてありがとうございました。今日のお話で大きく 

分けると、「アントレプレナー」っていうような話と「持続可能な事業」って

いうようなところがあったかなと思うんですけど、それぞれで考えたところっ

ていうのをお話しさせていただければと思います。  

まず、アントレプレナーっていうところで言うと、その基本的方針で言う

と、1と 3っていうところに寄与すると思うんですが、アントレプレナーが増

えるっていうところで、多様な産業が起こっていくし、まさに地域社会の課題

解決をできるような事業が増えていくっていう風になるのかなと思ってまし

た。どういう状態になるのがいいのかっていうことなんですけども、想いがあ

る人っていうのが、アントレプレナーになれる状態っていうことなのかなとも

思いまして、私とかもそうなんですけど、なんとなくこうやれたらいいなみた

いな思いがあっても事業にするっていう時にどういう風にしたらいいのかわか

らないみたいなことがあるので、そういうちゃんと想いがある人が、それをち

ゃんと事業にして形にできるような支援っていうのをやっていけるといいのか



なっていう風に思いました。  

そうする時に何が必要なのかなっていう風に思って、今日、プレゼンテーシ

ョンでご共有いただいたような大学の仕組みみたいなところは、すごくいいな

と思ったんですけども、もっと一般の区民にとって身近になっていくといいの

かなっていう風に思って、私の地元が奈良なんですけど、奈良のシェアオフィ

スみたいなところに行った時も、そこで起業ができる講座を受けられたりと

か、起業までの伴走支援をその講座の中で行っていたりとか、起業アイデアの

コンテストみたいなものをやっていて、私が、例えば奈良に住んでいたら受け

たいなっていう風に思ったりしたんですけど、そういうのを例えば、三茶ワー

クさんとかでやってもらったりしたら、自分だったら行きたいなっていう風に

思ったりとかアントレプレナーの方はしました。  

持続可能な事業の創出の方なんですけども、これも、私は今日、すごくなる

ほどって思ったんですけども、先日まで、持続可能な事業をなぜするのかって

いうので、やっぱり、事業者側があんまり自分にとって得がないから自治体が

インセンティブとかを出さないと無理なんじゃないかって思ってたりしたんで

すけど、今日ご共有いただいて、すごく持続可能な事業をしていくっていうこ

とが事業者にとっても売り上げが上がったりとかしますし、ウィンな状態なん

だなっていう風なことがすごく気づきだなと思いました。目指す状態として

は、事業者もワーカーも顧客もそれぞれウィンな状態になるような持続可能な

事業っていうのをみんなで作っていくっていうのが、やっぱり目指すところか

なっていう風に思いました。 

そうした時に、そういうものをどうやって作るかで言うと、例えば、その事

業者側とかワーカーとか、顧客側とか、それぞれの視点で、持続可能な事業っ

てなんなんだろうっていうのを考えるワークショップみたいなものをやると、

それぞれの視点で、こういう風なものがあったらいいなっていうのが出てくる

ので、そこから実際に事業とかに繋がるんじゃないかなって思ったりしまし

た。ありがとうございます。 

 

【長山会長】 

挙手と言って最初に勢いよく出していただいた上で、最終的には、全員に発

言をいただきたいと思います。まだ発言されてない吉田委員の方からよろしく

お願いします。 

 

【吉田（凌）委員】 

はい。ご説明ありがとうございました。僕からは 4つです。「ワクワク」と

「いいデザイン」と「宣言と応援」、「理念と実態」ってところで、個人的に感



じたことを書いてみました。 

まずは先ほどおっしゃってた通り、「ワクワク」っていうところがすごい大

事だなと思ってて、やっぱり何をやるにしても社会課題っていうのが先行し

て、長続きしないと持続的にならないと思ってて。その原点にあるのが、やっ

ぱりワクワクだったりとか、大石さんがおっしゃったように面白さみたいなと

こなのかなっていう風に思ったので、本当に課題解決の 1歩前に遊びだったり

とか、単純な話し合いみたいなところが必要なのかなっていう風には思いまし

た。  

ここで 1 つ提案ベースになっちゃうんですけど、やっぱり、直接的に働きか

けるのって結構難しいと思っててナッジとか行動経済学の直接働きかけるわけ

じゃないけど、間接的に動かせるみたいな、そういう取り組みも入れていくの

は面白いのかなっていう風に、大石さんの話を聞いて思いました。  

2 つ目が「いいデザイン」っていうところで、田中さんがおっしゃったとこ

ろがすごい自分が共感したところなんですけど、やっぱりデザインもいいデザ

インが必要だと思ってて、これも例えば、持続可能な社会を作っていくため

に、長期的なデザインも必要だと思うんですけど、短期的に繰り返していけ

る、実証できるみたいな環境ってすごい大事だと思ってて、それこそ、ものづ

くり学校みたいな感じで、3 か月単位とか半年単位で実証できるみたいな環境

があれば、より一層、長期的なところにも生かしていけるのかなという風には

思いました。  

3 つ目の「宣言と応援」っていうところで、上勝町の例を挙げられてたと思

うんですけど、僕の個人的な感想になっちゃうんですけど、ビジョンを見た時

に、文字に感情が宿ってないなっていう風に思ってて、ただ文章が書かれてい

て、どこに思いが入ってるのかっていうのが正直わからなかったんです。だか

ら、読む気にもあんまりならないというか。これが結構実態なのかなっていう

風に思うんですけど、何をやりたいのかっていうところを優先化するっていう

わけじゃないんですけど、どこまでに何をやりたいのかっていうところが、も

っと人の顔が見えた状態で、見えるようになると、より一層共感しやすくなる

というか、人間的な部分が出るのかなっていう風には思いました。  

最後の「理念と実体」っていうとこなんですけど、今回、SDGs とかアントレ

プレナーシップみたいなところが話題に上がったと思うんですけど、結局は、

そういう言葉とかも便利ワードというか、結局、実態をどう捉えるかって、そ

の人の声次第なのかなっていう風に思ったので、実態をもっと捉えた上でそう

いう人たちの声を、さっきおっしゃってたように、 拾い上げるプラットフォ

ームが必要なのかなっていう風には思いました。以上です。 

 



【長山会長】 

はい。では、宮井委員、お願いします。 

 

【宮井委員】 

私の方からは、先ほど長山会長の方からお話がありました世田谷区のアント

レプレナー支援の仕組み、特に、世田谷信用金庫と昭和信用金庫ですけど、起

業したいという方のお話を聞いております。その中で、やっぱりどうやったら

利用できるかっていうことと、やっぱりお金の面ですね、皆さん自己資金がこ

れだけありますけど、あとはいくらお金を用意しなきゃいけないのか、本当に

お金を借りるっていうことが初めての方が非常に多いので、どのようにしたら

いいのかっていう負担が非常に多いと。せっかく創業機関ネットワークってい

うのがありますので、そちらの方の PR っていうのが、いまひとつなのかなっ

ていうところですので、この PR をどんどんやって世田谷区の起業したいって

いう増やしていきたいと思っています。また、起業したいっていう方がいる一

方、廃業するっていう方が当然増えてますので、廃業する方以上に創業したい

方を増やしていきたいという風に思っております。 

 

【長山会長】 

ありがとうございます。では、松原委員、お願いします。 

 

【松原委員】 

はい、ありがとうございました。私は、1番の「多様な地域産業の持続性確保

に向けた基盤強化を図る」に注目をしてお話を聞かせていただいておりまし

た。地域経済を発展させるためには、0を 1にするところのサポートをするの

か、1を 100 にするサポートをするか、 その辺りを意識しながらお話を聞かせ

ていただきました。お話をきく中、特に、大石さんのお話を聞いて良いと思っ

たのが、電気の地産地消、生産と消費の見える化を図る「地産地消」の考え方

です。食の地産地消だけでなく、世の中の様々な事業の地産地消、地域が様々

な事業を応援する形をとれるとすごくいいなと思います。「事業の地産地消」

の取り組みを行うためには、じゃあどうすればいいかというところで、「事業

者それぞれの顔の見える化」をしないといけないです。世田谷区で何か事業を

起こしたり、世田谷区内ですでに事業を行っている方を応援する仕組みが欲し

いなと思います。例えば、千葉銀行が行っている「ちばぎん商店」という地域

限定のクラウドファンディングやＥＣの仕組みがあったりします。このサービ

スは一例ですが、そういった仕組みを銀行や事業会社と連携して「世田谷区主

導」で行って、0から 1 のスタートアップの応援と、1から 100 の事業発展の



応援を行って、様々な事業の地産地消が出来ると良いなと思いました。 

 

【長山会長】 

では、古谷委員お願いします。 

 

【古谷委員】 

4 名の方のお話はなるほどと全部素晴らしいことをやられてるなと思います

が、どうやってまとめるのですか。というのは、個別の皆さんがやられている

ことは素晴らしいことですし、私もそういう意味では言いたいことがいっぱい

ある。俺がこうやってんだよってのはいっぱいあるんですけど、それをいくら

言ったって形にはならないと思うんですね。今ここで会議をしているのは、地

域経済の持続可能な発展を推進していくための基本的な考え方で、具体的な方

法論を話してるんじゃないと僕は思っていて。いくらでも出てくると思うんで

すよね。だから、それをどうまとめるつもりなのかわからなくて、実は何も書

いてなくて。 

端的に言いますと、目指す指針、政策と運動がキーワードです。この政策と

運動の両輪をちゃんと回していくための、いわゆる指針、ビジョンこれをどう

するのかっていうのをここで話さなきゃいけないと思うんです。で、皆さんが

やられてることをどう具現化するかっていうのは、 個人の意識改革と仕組み

の改革、これは両面が揃わないと無理だと思うんです。車で言うならば、運転

者と車がなければ運転はできないんですよ。でも、運転するためには知識がな

いといけない。ドアを開ける、ウィンカーを出す、一時停止で止まる。そうい

う、知識がないと運転できない。その両面の、いわゆるハードとソフトが揃っ

て初めて何かが動く。世の中を変えていく仕組みは、必ずこの両面が揃った時

に世の中変わってるんです。片方だけやっても変わらない。ソフトが変わった

って、ハードが追いつかなかったら全然変わんないじゃない。だから、そこを

作るためのまず下準備が、具体的な皆さんの施策は僕は全く否定しないし、電

気だってすごく興味があるんですよ。今度 1回話を聞いてみたいなって思った

し、先生の言われたこともそう、SX の話も、アントレプレナーシップもだって

大事だと思いますけども、どうやってそれを区の施策としてこれを落とし込ん

でいくのか。そこが見えないから、あんまり僕はこの話に乗れないんです。な

ので、申し訳ないけれども何も書いていないです。以上です。 

 

【長山会長】 

中山委員、お願いします、 

 



【中山委員】 

フリーランス協会から参りました、中山です。貴重なお話いただきました。

ありがとうございます。  

どの枠に入れるものというよりかは、伺ったお話の中で、私の中で考えたキ

ーワードというのが、「日常の中での遭遇を楽しむ」っていうことと、「スポッ

トライト」、「寛容」という 3 つがあるかなと思いました。 

1 つ目、「日常の中での遭遇」というのは、日常生活の中で、非当事者である

社会課題に遭遇できるとか、地産地消の喜びを知って語り合えるとか、他業種

と出会って助け合うことを楽しめるとかですね。いかに日常生活の中で、その

課題であったり、特性を知れるかっていうことにかかっているのかなと思いま

した。その上で、皆さんのお話にも共通していた、ワクワクとか、楽しいと

か、面白いとか、やはり、ソーシャルビジネスに関わるっていうことが、かっ

こいい、面白いっていう風に、町中でスポットが当たっているような環境、そ

れと、チャレンジしたい人と、応援したい人がそれぞれに、スポットライトが

当たって、いいことをやってるっていうのが、町の中で周知されていくと。そ

ういうものを見ることで、周辺の人が関わりたいなとか、「あ、それいいな」

とか、「わがまち最高じゃん」っていう風になってくるかなと思うんですけど

も、その時に、いかに環境が寛容であるかというところで、誰でも共感ベース

に、協働の輪に入ることができるとか、小さくても、細くても、町の中で仕事

を見つけられるとか、積極的にチャレンジして、仮に失敗したとしても、再起

できるし、再起して、またチャレンジしてる人がいるみたいなことは、共有で

きてくるといいのかなと思ってます。それがどう具体的に、この項目に入って

くるか、考えきれてないですけれども、そういうことを感じました。ありがと

うございます。 

 

【長山会長】 

では、千葉委員お願いします。 

 

【千葉委員】 

このように縦になっちゃったんですけど、まとめた感じです。ちょっとバラ

バラになっちゃうんですけども、基本方針の 1番、2番の部分でのデザインと

いう部分について僕は色々考えた。デザインの意味もものすごく幅広く、あく

までもデザインっていう言葉のイメージではなく、どちらかというと、設計と

いうか、構成というか、そういう部分をどのように伝えるのが、全部に広がっ

てるのかっていうのは、ちょっと考えつつ、大石委員の押し付け合いという言

葉、すごいいい言葉、まぁよく出てきたなと思ったんですけど、3番、4番に



当たる部分で、どのように、人と押し付けないような状況を生み出すことがで

きるか、考える議題としては、押し付けたいということなのか、押し付けない

ことの重要性なのか、 それとも、押し付けたことによって得られるものもあ

るかもしれないので、考えることとしては、言葉としては、ここはいろいろと

考えました。 

ただ、今の現状で、何が正しいのではなく、そこは、結構重要なキーワード

になっていると。見えることっていうのも、大石さんが言われてますけど、見

えることによって、何が変わるかというと、意識が変わる可能性がある。もち

ろん、意識が変わることによって、環境が変化してくるのではないかと思った

ので、これもキーワードとしては、3番、4番に当たる。 

そして、市川さんがおっしゃられたＳＸの話です。僕自身、考えてることと

しては、個人の意識がそもそも変わらないと、全ての構造が変わらないと思っ

ている。そういう部分をどのように、人から促されて変わるものではないと思

ってるので、これをどのように変えていくのがいいのか、考えなきゃいけな

い。 

そして、最後に、長山会長から言われている、人の繋がりの部分。とても重

要だと思ったんですけど、 繋がりを作るには、じゃあどうすればいいのかっ

ていうのは、我々が考えるべきなのか、それとも、そういう場を作るのか。先

ほどものづくり学校の話も出ましたけども、ものづくり学校があるからそこに

来ればいいじゃんって、そこに来なかったら、じゃあどうなるんだろうとか、

そういう部分がものすごく難しいところ。 

それを、ただ黙ってるわけではなく、どのように周知して、人を呼ぶのか、

もしくは、呼ばなくてもどういうふうに繋がりを作ることができるのかを考え

る。そのためには、まちづくりで交流を深める。ただ、そのために必要なの

は、マンパワー。ものすごく人の力が必要になってくるし、その人の力をどの

ように、ボランティアをどのように、集めていくのが重要なのかってのは、ち

ょっと考えなきゃいけないと思いました。 

最後に、デザインにまた戻って、それを作るための流れですかね、それをち

ょっと作んなきゃいけないんじゃないかなという風に僕は思いました。 

 

【長山会長】 

では、竹内委員お願いいたします。 

 

【竹内委員】 

はい。私の方で 2件、今日皆さんのお話を伺っていて、ふと思った言葉がち

ょっとシンプルかもしれないですけど、安全・安心ということでした。  



大石さんの話を伺ってそういう言葉が浮かんでくると、ちょっと自分でも意外

だったんですけれども、今の世の中のいろんな事件で、ちょっと自分の心の影

響受けているのかな、なんて思いながら、伺っていた。  

やっぱり、いろんな新しい取り組みだとか、持続可能と、続けていくってい

うことを考えた時に、人々に安心感を与えられるような、そういう取り組みっ

ていうのは、支持されるんじゃないかっていうのを、長山先生のお話なんかも

伺いながら、そういうところって、大事なのかなという風に感じました。 

もう 1 点は、これからの多様な働き方ということは、前回と同じ話になって

しまうんですが、目指していて、そうなった時に、いろんな今の労働法制だと

か健康保険の仕組みだとか、そういったものがどうしても私の頭の中では、ど

うやってリンクさせるんだろうなっていうのは、なんかこう引っかかってきて

しまいます。やっぱり今、多様な働き方と健康保険制度がかなりぶつかります

ので、そういったことについて、区レベルで何かができるということではない

んだけども、どういう提言ができるのかなっていうことについては考えていき

たいなという風に思っております。以上です。 

 

【長山会長】 

 では、児玉委員お願いいたします。 

 

【児玉委員】 

はい。今日、皆さんに刺激を受けながら、ただ、自分の言葉で目指す姿って

いうのが、表現ができないのであれなんですけど、普段、僕なんかは仕事柄、

実際に事業をやられてる方、そして廃業する方、で、また独立して起業する方

は多くいらっしゃるんで、そういう中で見ていると、目的がしっかり見える方

は事業継続もできていくんですが、目の前だけを一生懸命やろうとしてるとな

かなかうまくいかない時代で、それはお客様というか対相手、消費者もそれを

見ていて、この会社だったり、この事業主は何を考えてやろうかななど、なか

なかそこに行かない、行きつかない、その個々の事業者が、今はやってるんで

すけど、そういうことが情報だったり共有できるような世田谷区であるといい

なっていう風に思うのと、一方で、こう廃業していく方を見ていると、本当に

需要がなくなって、なくなっていくものと、本当は需要があるんですけど、そ

の個々の自社の中で、事情で辞めてしまっていて、でも、それを誰かが拾って

あげないと、その先にある消費者が困るケースもあったりして、そういうもの

も共有できるようにしていくとその消費者と事業者の関係をもっと近くなるよ

うな、そういう関係性を作れていったらいいのかなという風に思いました。以

上です。 



 

【長山会長】 

では、見城委員、お願いします。 

 

【見城委員】 

はい。4名の方、お話ありがとうございました。とても勉強になりました。 

私は、いくつかキーワードあげさせてもらったんですけど、すごく単純に一

言だと、 顔が見える、顔の見えるっていうところって、すごい改めて大事な

ことじゃないかなっていう風に思っています。普段からそういったところの取

り組みを、推奨してはいますけども、改めて、そこから繋がってくる関係性だ

ったりとか、顔が見えるっていうところをポイントとして考えた時に、それは

対消費者だったりもそうですけど、その事業者同士の関係だったりとか、そこ

から社会問題も見えてくるだろうしっていう、なんかすごく単純なところだけ

ど、この顔が見えるってところをポイントにしていったことによって、共感と

かが生まれてくるかなっていう風に考えました。  

なので、すごく単純なベーシックなところだけど、そういったところをポイ

ントにしていくと、ちょっとずつ広がっていくのかなっていうようなことを考

えました。 

皆さん、結構皆さん仰っていましたけど、やっぱり、「ワクワクする」と

か、そういった心躍るっていうのがものすごい大事なことだなっていう風に、

最近、割とこう、近しい人たちの間で、その働くことについてのワクワク度が

なくなっていくがために、持続できないっていうところが結構よく聞く話にな

ってきているので、持続可能っていうところをポイントにした時に、そのワク

ワクと、自分がこう心を踊る状態でいられる、どれだけいられるかっていうと

ころは、それが、事業側もそうだし、それが対消費者になっても、そういうと

ころって伝わっていくと思うので、そういった意味では、なんかすごい大事な

ことだなって、改めて、すごい基本的なところを考えました。はい、以上にな

ります。 

 

【長山会長】 

 では、栗山委員、お願いします。 

 

【栗山委員】 

はい、栗山です。正直、お話がちょっと難しくて、 頭の中がまとまらなく

て、色々ご意見や発表も聞いていて、こういう方たちが、世田谷区内で、区も

連携して活躍されているんだなという印象が先にあったんですけれども、内容



についても、カタカナの言葉が多くて、携帯を調べながらわからないのは見て

いたんですけれども、僕としては、やっぱり「人との繋がり」、地域でどうや

って人と繋がっていくのかっていうのが、他の全てのことに関わってくるのか

なっていう風に思っていて、コミュニティ、地域コミュニティなんて言葉もあ

ると思うんですけれども、ここにヒントがたくさんあるんだろうなっていう風

に思います。そこで、だんだん見えてくることがあるのかなということを感じ

ました。  

先ほど古谷さんからもお話がありましたけれども、地域経済の持続可能な発

展を推進していくための考え方についてに関しては、この場で色々それぞれの

ところで活躍されているメンバーの皆様ももちろんそうだと思うんですけれど

も、これは政治家もやっぱり考えていく話なんじゃないかなという風に思って

いて、両面というか、両方でこういったことを進めていけばいいんじゃないか

な。以上です。 

 

【長山会長】 

ありがとうございました。だいたい一巡しましたので、まだ少し時間があり

ますから、発表された方から、他の委員からの意見を受けて、何かコメントが

あればお願いします。 

 

【市川委員】 

そうですね、確かに、この繋がりが生まれる、さっき大石さんがおっしゃっ

た、私たちの消費やパワーを持ってるって言葉はなんかすごく印象に残ってい

て、そういう認識を、多分消費が、いろんな言葉が置き換えられる企画、私た

ちのまるまるがパワーを持っているっていうのがあると思うんですけど、実際

それをパワーとするためには何が必要なんだろうかって思った時に、それが顔

の見える化だったり、なんか自分の中で、ちょっと、解決じゃないですけど、

ちょっと納得ができました。働き手もその 1つの産地かもしれないですよね。

そのサービスの提供者っていうのも 1つの産地かもしれませんし、やっぱり世

田谷の中で繋がることができる、いろんな繋がり方ができる、その先が見える

から行動が変わるみたいなことが、仕掛けられていくと良いのではという風に

思いました。  

あと、先ほど、例えば、毎回古谷さんがおっしゃっているように、方法論と

かいろんなものがありますし、事例もたくさんあるんですけど、基本的な考え

方をどうやってみんなでブラッシュアップしてるかっていうのは、非常に確か

に難しいなと思ったりもしていますが、そういうことを考える場そのものが、

こう作って、そういう話し合いに、区民、事業者が参加できるってことこそ



が、持続可能なものにしていく上で重要なんじゃないかなと思っていますの

で、方法論の手法は、考えていったり、事例もヒントになるので、そういう示

唆をみんなで得ることも大事だと思いますけど、やっぱり、対話だったり、そ

こに参加できる方法っていうのがあるといいのかなと思って、ちょっと今日

は、考えをそうだよねって思いました。以上です。 

 

【大石委員】 

私たち発表する側の立場の人からは、発表するのが割と簡単というかです

ね、むしろ発表する方が楽というか、聞いてらっしゃる方は、消化するの大変

だろうなっていうか、どういう風にこれを割り振っていくっていうのって、も

のすごく難易度の高い話なんで、聞いてらっしゃる方は大変だなと思いなが

ら、僕も実際に話していた側面もあります。もうちょっとわかりやすく話せば

よかったかなとか。色々話せばあるんですけども、私から 1つだけ、割と起業

については、起業しよう、起業しようっていうことに関しては結構書かれて

て、アントレプレナーシップについても書かれてるんですけども、例えば私た

ちの会社、まだ、全然そんなうまくいってないですけど、うまくいった時に世

田谷区に残るかどうか、 定着するかどうかっていうことに関して言うと、現

実問題として、どこのビル入ったらいいかっていうと、このビルもないし、実

際に僕たちが例えばその資金を得た時、世田谷区のところに、UPDATER のベン

チャーキャピタルを作りますよって言った時に、なんか区と連携するところと

か実際あるのかなと、そもそもそこに受け皿を検討してる、そもそもそういう

素養ってあるのかなみたいなところに関しては思ったところで、これで言う

と、4番に当たるんですかね、この持続性のある、ある意味、経済というので

いうと、実際に再度その企業がうまくいった時に還元する、ベンチャーが根付

く街っていうところに関していうと、必要な要素なのかなってちょっと思った

のと、あと、ぜひ優しさも欲しいなと思ってて、起業って失敗もつきものなわ

けです。当然、ほとんどの会社は、うまくいかないわけですよ。 日本の場

合、それが、起業すると大体、もう 1回失敗すると、自己破産してみたいなこ

とになるケースになって、二度と復帰できないような、そんな感じになっちゃ

うんですけど、その受け皿が世田谷にあると、起業して失敗した人にも、ある

意味、その受け皿があるっていうようなところの、その失敗した人への優しさ

みたいなところも、この 4番のところに入ると、ちょっと他の地域とは違った

ものになるんじゃないかなという風に自分で話しながらそう思いました。 

 

【田中委員】 

ありがとうございます。私から 1点、古谷さんがおっしゃっていた、どうや



ってまとめていくのか、どう結論に至るかというところは、私も実は前回の会

議から非常に危惧しています。これだけ多様な人たちがどういう風に対話を重

ねていくのかというのは、とても難しいですし、それこそ設計が入らないと、

こういうことを私たちも実務でやっているものですから、世田谷区の皆さんが

どういう風に議論をまとめていくのかなというのは若干心配をしていました。 

今回は、直前で、40 分で皆さんの意見を拾うのは効率悪いし、付箋があって

ワークシートの中に意見を、最初のインプットトークを聞きながらインスピレ

ーションを拾っていくやり方を言ったのは実は私なんですが、また、グラレコ

を入れようということや、例えば、このロの字の席順も対話や思考を混ぜると

いうやり方だとするとあり得ないんですよ。そこで真ん中にホワイトボードを

置いて、皆さんが同じところを見ながら意見を言う構図にしましょうというと

ころから、一旦はグラレコにしましょうっていう話になったりしました。 

良い結論や結果に至るには、良い原因が絶対にあるんです。その原因をプロ

セスとしてデザインするということができるんです。この対話の中で、せっか

くこんなに多様な人たちが集まって、皆さん色々な意見をお持ちの方が限られ

た時間の中で、如何に良いプロセスを踏みながら、結論に向けていくのかとい

うのは、それも合わせて議論しながら進めるのが重要かと思います。横から私

も対話の進め方を入れ知恵させてもらいながら、ここに参加させていただきた

いと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

【長山会長】 

後藤部長が一生懸命書かれているので、せっかくなのでお願いします。 

 

【後藤部長】 

今日は発言をしてはいけないと思ったんですけど、どうするんだろうなとい

うのは本当におっしゃっている通りだと思っています。個々の事例というの

は、やっている方はすごくやっていて、その周りの方はすごく一生懸命やって

いるというところがありますが、それを行政に置き換えた時に、どう政策とし

て展開していくかというところの転換が行政はすごく苦手なところなんです

ね。見える化とか、やっていること、考えてることを区民の方々に伝えるとい

うのがすごく下手な部分があって、テーマはこういうことですけど、それをど

ういう風にうまくやっていけるのかというのは、すごく大きい話だと思いま

す。また、今、無関心な方々を、これは経済の話だけではなくて、まちづくり

全体として、今まで予定調和で来ていた部分が、世界の端で起きてることが自

分の生活に直結する状況が増えてるような気がして、そこを一体感を醸成し

て、みんなで、かつ、大変なことなんだけど楽しく解決していくというところ



が、横串にして考えて出していかなければならないというのは感じたところで

す。 

こういう話すると、無理はしないでいいから、楽しくみんなで、気楽にやろ

うというのはすごく大きい話ですが、ただ、それだけでは立ち行かなくて、 

目の前の生活されている区民の方も明日生きるのも大変、事業を展開していく

のも大変というところの二面性もしっかり踏まえた上で、世田谷ならではの解

決策というのはなんなんだろうなというのを、皆さんと一緒に議論していきた

いと思いました。こういうことを皆様の意見も拝見させていただきながら、次

回に生かしていきたいなと思います。 

 

【長山会長】 

ありがとうございました。この後、事務局で付箋を回収して、書いていただ

いたので、カテゴリー別に分けたり、また、ストーリー化したりとか、何より

も今回は、産業ビジョンの見直しというのがあるので、まずは産業ビジョンに

ついての勉強をしていただいた上で、改善のポイントについてご発言をしてい

くことが、よろしいのかなと思います。 

それでは、活発なご意見やご指摘をいただきまして、ありがとうございまし

た。終了のお時間が参りましたので、本日はいただきました様々なご意見、ご

指摘などを踏まえて、次回、事務局の方で整理をしてもらいます。また、本日

のグランフィックレコーディングについて、本日時点のものということで、渡

辺様から簡単に説明をお願いいたします、 

 

【渡辺氏】 

今日は皆さんありがとうございました。本当にたくさんの事例が紹介されて

いて、今日は皆さんのトークの順番に書かせていただきましたけど、これから

はこの分断してる線などもなくして、いろんなアイデアを交えながら、世田谷

でしか実現できないことを実現できればいいんじゃないかなと思って、ワクワ

クしながら聞いておりました。後半もまだ全然ペンが追いつかず、途中段階な

んですけれども、皆さんのアイデアを混ぜながら少しでも見える化できるよう

にというところをやっていきましたので、今日のものはまだ完成ではなくて、

これから 伴走しながら、徐々に大きい 1つのビジョンの絵に入っていければ

いいのかなと考えていますので、今後とも、よろしくお願いいたします。 

 

【長山会長】 

ありがとうございました。本日いただいた皆様からの多くの意見を個別に深

掘りするために、会長勉強会ということを開催できればという風に考えており



ます。 

どうしてもこの人数での議論っていうのは、そもそも対話なり、ご自身の

様々な意見を お互いに、理解し合って創発というところは難しいところもあ

りますので、もう少しテーマを分けて少人数で勉強会ということを何回かやっ

たらどうかと考えています。日程等に関しましては、事務局と調整の上ご案内

させていただきます。最後に、事務局より連絡事項をお願いいたします。 

 

3.閉会 

【納屋産業連携交流推進課長】 

本日は長時間にわたりまして活発なご意見をいただきまして、大変ありがと

うございました。 事務局から事務連絡でございますが、本日の会議録につき

ましては、事務局にて作成の上、後日、皆様に確認をお願いしたいと思いま

す。その上で、ホームページへの掲載もさせていただきたいと思いますので、

ご了承をお願いできればと思います。 

次に、次回の開催予定ですが、資料 6に簡単なスケジュールを添付させてい

ただいております。次回第 3回は、事前に日程調整させていただいております

が、7月 13 日木曜日、 18 時から 20 時を予定しておりますので、ご都合のほ

どをよろしくお願いいたします。第 4回以降につきましては、明日以降できる

だけ早めに日程調整のお願いをさせていただきたいと思いますので、ご協力の

ほどをお願いいたします。また、第 3回会議でも、プレゼンテーションをさせ

ていただく方向で検討していきたいと思いますので、ご協力のほどをよろしく

お願いいたします。 

最後に、長山会長からございました勉強会につきましては、調整の上、皆様

にご案内をしたいと思いますので、可能な範囲で積極的なご参加をお願いでき

ればと思ってございます。以上です。 

 

【長山会長】 

それでは、第 2回地域経済の持続可能な発展を目指す会議はこれにて終了い

たします。本日は長時間ありがとうございました。 


